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令和２年５月７日からの本校教育活動の再開について 

報道等でも御承知のとおり、この度政府から、全国一律の緊急事態宣言を５月６日（水）以降も延長
する方針が発表されましたが、５月５日の本県の「新型コロナウイルス感染症に係る危機対策本部会議」
では、県立学校の一斉臨時休業後における教育活動の実施が報告されました。 

このことから、本校では、十分な感染症対策を実施したうえで、明日、５月７日（木）より、教育活
動の再開を予定しております。感染拡大を防ぐため、引き続き以下の点に留意し、十分な警戒を行って
いきますので、何卒御理解と御了承のほど、宜しくお願いいたします。 

記 

新型コロナウイルスに関する本校の感染症対策について 

１ 基本的な感染症対策の実施 

① 感染源を絶つ 
毎朝ホームルームで健康観察を行います。なお、発熱、せき、強い倦怠感などの症状がある場合は、

学校に連絡の上、ためらいなく休むようお願いします。 

② 感染経路を絶つ 
登校後や用便後・昼食前の手洗いや、咳エチケットを徹底させます。 
また、多くの生徒が触れるドアノブやスイッチなどの箇所については、毎日の清掃時に消毒液等を

使用して、環境衛生を良好に保ちます。 

③ 抵抗力を高める 
免疫力を高めるため、十分な睡眠とバランスの取れた食事を心がけるようお願いします。 

２ 集団感染のリスクへの対応（三密を避けることについて） 

① 換気の悪い密閉空間を避ける 

授業の開始時など、定期的に教室や体育館等の換気を行います。 

② 多くの人の密集を防ぐ 

引き続き、儀式的行事の簡略化や中止を含めた見直しを行います。また、実施の際も、対応を十分
協議し、マスクの着用やこまめな消毒を促すなどの注意を払います。 

③ 近距離での会話や発声を控える 

生徒の座席をできるだけ離し、くしゃみや咳等の飛沫が付着しないよう配慮します。 

３ 学力・学習保障について 

年間行事・授業計画等を見直しつつ次のことを推進します。 

① ICTの活用 

県が契約した「Classi（クラッシー：学校の ICT化を多角的にサポートする教育プラットフォーム）」
の全生徒の利用を進める予定です。また、「zoom」「YouTube」等についても「ICT 活用検討委員会（校
内に新たに設置）」で活用方法の検討を進めます。 

② 補習授業等の実施 

臨時休業により、実施できていない授業についての補習を計画し、実施してまいります。 

 日々の授業も含め、全ての教育活動において、上記の点に十分留意したうえで実施する予定です。御家

庭におかれましては、毎朝の検温と健康観察を行っていただくよう、お願いいたします。また、引き続

き、生徒本人または家族（同居の有無を問わない）に、新型コロナウイルス感染症が疑われる症状が出た

場合には、必ず学校に連絡くださるようお願いします。 

【大間高校連絡先】  ０１７５－３７－２１０９ 


